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大 会 発 表 要 旨2003.11-15 『デザイ ン理論』44/2004

オ ランダの近代建築 と日本

大正か ら昭和初期における建築文化交流について

奥 佳弥/大阪芸術大学

大正9(1920)年,「 過去の建築圏よりの

分離」を宣言 し,分 離派建築会が結成された。

彼 らは,欧 米の新傾向に新 しい建築を切 り開

く建築思潮を見いだし,日 本の建築界に 「モ

ダニズム(近 代主義)」の概念を導入 していっ

た最初期の世代にあたる。

その分離派の中心メンバーの一人,堀 口捨

己(1895-1984)は,1923年 渡欧し,ヨ ーロッ

パの諸都市を見て回る中,オ ランダの新建築

に出会う。他国に先駆けて労働者階級のため

の住宅計画を盛んに実現 しているオランダに

注 目した堀口は,帰 国後まもな く 『現代オラ

ンダ建築』(岩 波書店,1924)を 出版 し,当

地の建築事情を日本に広 く知らしめた。 この

堀口の書の影響力は大きく,日 本の建築界に

俄かなオランダ ・ブームを引き起こすことに

なった。

そして,こ れを機にオランダの新傾向に注

目したのが,蔵 田周忠,川 喜田煉七郎,東 畑

謙三 といった当時の青年建築家たちだった。

彼らは,バ ウハウス叢書などを介してファン・

ドゥースブルフの提示する 「デ ・ステイル」

の造形や理念に触れ,そ こに自らのめざす

「モダニズム」 のあり方を見いだしていった

のである。

本発表は,堀 口の書が少なからぬ影響力を

発揮 した後の,こ れら日本の青年建築家たち

とオランダとの接点たどりながら,オ ランダ

の近代建築と日本をつなぐ造形 と理念の伝播

の諸相について検討するものである。

■造形 としての 「構成」

1920年 代中頃より,旺 盛な執筆活動を通 じ

通 じて日本に欧米近代建築の潮流を導入する

こ と に 大 き く貢 献 した 建 築 家,蔵 田 周 忠

(1895-1966)は,堀 口の 書 を高 く評 価 し,

そ の影 響 を受 けオ ラ ン ダ に強 い 関 心 を 寄 せ た

一 人 で あ る
。 蔵 田 は,1930年 代 は じめ,ベ ル

リンの グ ロ ピウ ス事 務所 に籍 を置 きなが ら ヨー

ロ ッパ の近 代 主 義 建 築 を 視 察 す る。 グ ロ ピウ

ス の もと で トロ ッケ ンバ ウ(乾 式 構 造 家 屋)

の技 術 を学 ん だ蔵 田 は,帰 国 後,そ の 方 式 を

日本 に普 及 させ よ うと努 力 す る。 そ の 実 践 例

が,古 仁 所 邸(1936)や 金 子 邸(1936)で あ

る。

た だ し,蔵 田 に と って,軽 量 版 を 基 本 的 な

構成 要 素 とす る トロ ッケ ンバ ウの 技 術 にふ さ

わ しい造形 は,グ ロ ピウ スの実 験住 宅(1927)

に見 られ る箱 形 の もの で は な く,彼 が オ ラ ン

ダで 感銘 を受 けたデ ュ ドックの作 品や フ ァン ・

ドゥー ス ブ ル フが パ リの デ ・ス テ イ ル展 で発

表 した住 宅 モ デ ル(1923)に 見 られ る 「面 の

立 体 的構 成」 だ った。 つ ま り蔵 田 は,グ ロ ピ

ウ ス仕 込 み の 合 理 主 義 的 な 建 築 理 念 を,「 面

の 立 体 的 構 成」 とい う造 形 意 匠 に よ って達 成

す る こ とを普 遍 的 な理 想 と した の で あ る。

さ らに 蔵 田 は,こ の 「デ ・ス テ イ ル」 を契

機 とす る先 鋭 の 西 欧現 代建 築 に 見 られ る 「面

体 構 成 の 発 展 」 に つ い て探 求 し,そ こに 日本

の伝 統 的 な 建 築 の 造 形意 匠 との 国 際 的 な 共通

性 を 見 い だ す 。 つ ま り蔵 田 は 「面 の立 体 的構

成 」 に 「日本 的 な もの 」 を 発 見 し,そ こに単

な る西 欧 の 模 倣 で はな い普 遍 的 な 「構 成」 の

あ り方 を 見 た の で あ る。

■理 念 と して の 「構 成 」 へ

一 方
,「 デ ・ス テ イ ル 」 の主 宰 者 フ ァ ン ・

ドゥー ス ブル フの 論 文 の 重 要性 を そ の 作 品 以
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上 に評 価 した のが 川 喜 田煉 七郎 だ った。 そ の

川喜 田 が,1929年,「 建 築 画 報 』 に 発 表 した

「1氏 の写 場(写 真 館)」 の イ ンテ リア や椅 子

に お け る面 の構 成 的 な 扱 い に,「 デ ・ス テ イ

ル」 の造 形 や リー トフ ェル トの 椅子 を想 起 さ

せ る造 形 が 見 られ る。 彼 が 建築 技 師 と して の

機 能 主 義 を 徹 底 させ,ソ ビエ ト ・ウ クラ イ ナ

劇 場 コ ンペ に入 選 す る2年 ほ ど前 の こ とで あ

る。

川 喜 田 は,こ の 写 真 館 の試 み を 「形 の み の

遊 技 」 で は な しに,「 科 学 的 な必 然 的 な 何 者

か 」 に憧 れ ず に は い られ な か った彼 の この こ

ろ の傾 向 を 示 す 一 作 品 で あ る と位置 付 け た。

「科 学 的 な,必 然 的 な 何 者 か 」 を模 索 して い

た川 喜 田 に と って,バ ウハ ウス を は じめ ヨー

ロ ッパ の 表 現 主 義 的 傾 向 を 合理 主 義 に 向 か わ

せ た 「デ ・ステ イ ル」 の理 論 や造 形 は,必 要

な過 渡 的 手 段 の一 つ と捉 え られ て い た。 つ ま

り,川 喜 田は フ ァ ン ・ドゥー スブル フや 「デ ・

ステ イル 」 の 造 形 と理 念 の あ り方 に,抽 象 的

な もの と現 実 的 な もの の 対立 性 を学 び,そ の

上 で よ り現 実 的 な 「科 学 的 な」 生 活 像 の実 現

を め ざ し,自 らの 「構 成教 育 」 活動 を展 開す

るの で あ る。

東 畑謙 三(1902-1998)も また,独 自に フ ァ

ン ・ ドゥー スブル フの思 想 に注 目した一人 だ っ

た 。1927年 当 時,京 大 の 大 学 院生 だ っ た東

畑 は,バ ウハ ウ ス叢 書 に納 め られ た フ ァ ン ・

ドゥー ス ブル フの 『新 しい造 形 芸術 の基 礎 概

念 』(1925)を 「非 常 に 愛読 」 し,そ の 「構

成 」 の 概 念 に,物 の 「構 成」 とい う こ とは一

つ の 企 画 を す る と い う こ とで あ り,要 求 され

る機 能 に応 じて 「空 間 」 を配 置 し,生 活 に 会

う よ う に 「構 成 」 して い くこ とが建 築 で あ る

と認 識 した と い う。

そ の 後 の欧 米 視 察 旅 行 で,'ア メ リカの ア ル

バ ー ト ・カー ンの 産 業 建 築 に出 会 った東 畑 は ,

カー ンの 工 場 や 組 織 の な か に 「構 成」 の概 念

を 発 見 し,表 現 に お い て 主 体 が 現 れ が ち な

「建 築 家」 で な く 「技 師」 を め ざす。 彼 は フ ァ

ン ・ドゥー ス ブ ル フ か ら 「構 成 」 や 「空 間 」

の概 念 を学 び,そ こか ら発 展 して 自 らの 理 想

を 「構 成技 師 」 に 向 か わせ,も っぱ ら産 業 建

築 の 設計 に 向 か った の で あ る。

■ 「構成 」 と い う造 形 あ る い は理 念 の 伝播

蔵 田 や 川喜 田,東 畑 らは,「 デ ・ス テ イ ル」

の造 形 や理 念 に そ れ ぞ れ の め ざす 建 築 の あ り

方 を見 いだ して い く。 蔵 田 は,フ ァン ・ドゥー

スブ ル フの 「面 の構 成 」 に 「日本 的 な もの 」

を 発 見 し,普 遍 的 な造 形 の理 想 を託 した。 一

方,川 喜 田 は,フ ァ ン ・ ドゥー ス ブル フの 理

論 や 造形 に 「科 学 的 な」 建 築 へ 向か うた め の

過渡 的方 法 論 を見,東 畑 は,合 理 的,機 能 的

な建 築 を め ざす 「構 成 技 師 」 と い うあ り方 を

発 見 す る。 つ ま り彼 ら とオ ラ ンダを 結 び つ け

た 「構成 」 と い う概 念 は少 しず つ 意 味 が ず ら

され な が ら,彼 らが め ざす モ ダニ ズム へ 向 か

う 「結節 点 」 の役 割 を果 た した の で あ る。

と こ ろ で,フ ァ ン ・ ドゥー ス ブル フが,

1924年 に発 表 した 「デ ・ス テ イル 」 建 築 の 空

聞 イ メ ー ジ 『造 形 的 建 築 に 向 か っ て』 はF.

L.ラ イ トの1900年 代 の 住 宅 建 築 に 由 来 す る

こ とが知 られ て い る。 しか も,そ の ライ トが,

日本 建築 の伝 統 的 な建 築 の空 間 構 成 の 影響 を

受 け て い る こ とが 指 摘 され る。 す な わ ち,蔵

田 が 注 目 し,実 践 に ま で反 映 させ た 「面 の 立

体 的 構成 」 は,も とは とい え ば 日本 建 築 か ら

抽 出 され た伝 統 的 な構 成 原 理 に端 を 発 し,ア

メ リカの ラ イ トを経 由 し,少 しず つ 解 体 され,

抽 象 化 され な が ら,モ ダニ ズ ム の言 語 と して

再 び 日本 に舞 い戻 って き た ので あ る。 そ して,

この 意 味 や文 化 の違 い を越 えて 伝 播 した 「構

成」 とい う 「か た ち」 の直 接 性 に こそ,オ ラ

ン ダの近 代建 築 と 日本 との 因果 な結 び つ きが

確認 され るの で あ る。
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